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地
域
ご
と
に
特
色
あ
る
魅
力
的

な
学
校
を
つ
く
る
た
め
に
、
更
な

る
予
算
上
の
工
夫
を
し
て
は
。

　

区　

長　
　

年
度
予
算
案
で
は
、

３１

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
環
境
整
備
や
支
援
員
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も
、

自
主
的
な
学
校
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
、
予
算
を
検
討
し
て
い
く
。

生
活
保
護
制
度
を
問
う

　

①
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
社

会
福
祉
主
事
等
の
資
格
取
得
に
向

け
て
、
費
用
や
時
間
を
提
供
す
る

環
境
や
仕
組
み
を
作
っ
て
は
。
②

生
活
保
護
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
設
置

を
進
め
て
は
。
③
見
守
り
支
援
の

一
環
と
し
て
、
パ
チ
ン
コ
店
の
見

回
り
等
を
行
い
、
制
度
の
適
正
化

に
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
経
費
助
成
の
あ
る

エ
キ
ス
パ
ー
ト
職
員
認
定
制
度
を

推
奨
す
る
ほ
か
、
支
援
策
の
検
討

を
進
め
て
い
る
。
②
電
話
や
メ
ー

ル
等
で
対
応
を
行
っ
て
い
る
た
め
、

不
要
で
あ
る
。
③
被
保
護
者
の
抱

え
る
課
題
を
早
期
に
把
握
し
、
適

切
な
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

閉
鎖
型
喫
煙
所
の
設
置
を 

検
討
せ
よ

　

閉
鎖
型
喫
煙
所
を
増
や
す
た
め

の
助
成
制
度
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

国
や
都
の
補
助
金
制

度
を
周
知
し
、
他
区
を
参
考
に
し

な
が
ら
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

　

野
方
駅
周
辺
の
商
店
街
は
中
野

駅
周
辺
に
次
ぐ
大
き
な
規
模
で
あ

る
と
と
も
に
、
昭
和
の
時
代
の
匂

い
が
残
る
下
町
的
な
街
で
あ
り
、

北
部
地
区
の
に
ぎ
わ
い
の
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
エ
リ
ア
を
更

に
魅
力
あ
る
街
に
す
る
た
め
に
は
、

南
北
を
分
断
す
る
西
武
新
宿
線
の

連
続
立
体
交
差
化
が
重
要
で
あ
る
。

①
立
体
交
差
事
業
に
伴
い
、
野
方

駅
前
の
一
号
踏
切
と
、
北
原
小
学

校
正
門
先
の
三
号
踏
切
の
除
却
が

必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
検
討

状
況
や
、
東
京
都
と
の
意
見
交
換

の 
進  
捗 
状
況
は
。
②
野
方
一
号
踏

し
ん 
ち
ょ
く

切
除
却
に
対
す
る
、
区
の
取
り
組

み
姿
勢
を
伺
う
。
③
中
井
・
野
方

駅
間
の
事
業
は
２
０
２
０
年
度
末

の
完
了
予
定
ま
で
２
年
余
り
で
あ

る
が
、
進
捗
状
況
と
今
後
の
見
通

し
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
地
域
で
提
案
い
た

だ
い
た
駅
前
交
通
拠
点
の
実
現
な

ど
に
配
慮
し
検
討
し
て
き
た
。
技

術
的
な
実
現
可
能
性
等
に
つ
い
て

都
と
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

②
除
却
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
実
現
に
向
け
積
極
的
に

取
り
組
み
た
い
。
③
予
定
年
度
内

の
完
了
が
厳
し
い
状
況
で
あ
り
、

　

①
野
方
・
井
荻
駅
間
に
つ
い
て
、

環
七
か
ら
鉄
道
部
が
地
上
化
さ
れ

る
野
方
駅
で
は
、
踏
切
の
除
却
が

で
き
な
い
な
ど
の
構
造
上
の
課
題

を
抱
え
て
い
る
と
考
え
る
が
、
開

か
ず
の
踏
切
解
消
策
や
構
造
形
式

に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

②
高
架
方
式
に
つ
い
て
、
構
造
物

か
ら
生
じ
る
北
側
の
日
陰
、
鉄
道

の
走
行
に
伴
う
騒
音
・
振
動
、
ま

た
、
北
側
に
整
備
さ
れ
る
側
道
の

た
め
の
土
地
提
供
に
対
し
、
地
域

か
ら
は
心
配
の
声
が
聞
か
れ
る
が
、

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の
か
。

③
鷺
ノ
宮
駅
南
側
に
は
近
接
す
る

妙
正
寺
川
が
流
れ
て
お
り
、
地
下

化
方
式
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
水

害
な
ど
を
心
配
す
る
声
が
聞
か
れ

る
。
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
の

か
。
④
現
段
階
で
の
沿
線
ま
ち
づ

く
り
に
対
す
る
区
の
考
え
方
や
連

続
立
体
交
差
事
業
の 
進  
捗 
状
況
を

し
ん 
ち
ょ
く

分
か
り
や
す
く
、
区
民
に
伝
え
る

必
要
が
あ
る
。
様
々
な
機
会
を 
捉 とら

え
て
、
的
確
に
情
報
提
供
を
す
べ

き
で
は
。
⑤
鷺
宮
小
と
西
中
野
小

の
統
合
に
よ
る
通
学
路
の
児
童
の

安
全
確
保
に
つ
い
て
、 
跨  
線  
橋 
設

こ 

せ
ん 
き
ょ
う

置
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
。

　

区　

長　

①
区
と
し
て
は
野
方

一
号
踏
切
の
除
却
は
、
ま
ち
づ
く

り
の
生
命
線
で
あ
り
、
除
却
可
能

な
方
策
を
検
討
し
、
都
と
意
見
交

換
を
行
う
。
な
お
、
過
去
の
検
討

で
は
、
高
架
方
式
の
優
位
性
が
高

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
②
環
境

都
と
鉄
道
事
業
者
で
事
業
工
程
を

精
査
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

施
設
整
備
を
問
う

　

団
塊
の
世
代
が　

歳
以
上
と
な

７５

る
２
０
２
５
年
問
題
に
象
徴
さ
れ

る
高
齢
者
の
増
加
と
と
も
に
、
今

後
は
総
合
的
な
介
護
予
防
や
在
宅

で
の
生
活
を
支
援
す
る
取
り
組
み
、

ま
た
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
の

介
護
施
設
整
備
が
区
の
重
要
課
題

と
な
っ
て
く
る
。
①
緑
野
小
学
校

東
側
に
位
置
す
る
江
古
田
四
丁
目

国
有
地
跡
地
で
は
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
を
は
じ
め
と
す
る
様
々

な
高
齢
者
施
設
を
備
え
た
介
護
施

設
の
整
備
が
、
２
０
２
０
年
完
成

予
定
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

施
設
は
ど
の
よ
う
な
規
模
な
の
か
。

②
杉
並
区
で
は
、
高
円
寺
の
Ｊ
Ｒ

中
央
線
と
環
状
七
号
線
が
交
差
す

る
角
地
に
、
２
０
２
０
年
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
整
備
さ
れ
る

と
聞
い
て
い
る
。
区
を
越
え
る
入

居
が
可
能
な
の
で
あ
れ
ば
、
こ
う

し
た
近
隣
区
の
情
報
も
把
握
し
、

区
民
に
情
報
提
供
を
行
う
こ
と
も

必
要
で
は
な
い
か
。

　

区　

長　

①
（
仮
称
）
江
古
田

園
と
し
て
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
（
定
員
１
０
０
人
）
の
ほ
か
、

短
期
入
所
、
認
知
症
高
齢
者
グ
ル

ー
プ
ホ
ー
ム
、
都
市
型
軽
費
老
人

ホ
ー
ム
、
事
業
所
内
保
育
所
な
ど

の
整
備
を
行
い
、
２
０
２
０
年
４

月
に
開
設
予
定
で
あ
る
。
②
近
隣

区
の
整
備
状
況
の
把
握
に
努
め
て

お
り
、
杉
並
区
と
協
議
し
な
が
ら

区
民
へ
情
報
提
供
し
て
い
き
た
い
。

影
響
評
価
の
調
査
計
画
書
等
が
示

さ
れ
た
段
階
で
、
地
域
に
情
報
提

供
す
る
よ
う
区
と
し
て
都
に
求
め

て
い
く
。
ま
た
、
側
道
整
備
に
必

要
な
土
地
に
つ
い
て
は
、
都
と
西

武
鉄
道
と
と
も
に
、
権
利
者
に
丁

寧
な
対
応
を
行
う
。
③
具
体
的
な

影
響
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
水

害
の
懸
念
が
あ
る
場
合
、
十
分
な

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
り
、
都

が
最
適
な
構
造
形
式
を
決
定
す
る

と
考
え
て
い
る
。
④
野
方
以
西
区

間
の
沿
線
に
お
住
い
の
皆
さ
ん
の

生
活
再
建
に
配
慮
し
て
、
構
造
形

式
の
特
徴
な
ど
も
含
め
、
適
切
な

タ
イ
ミ
ン
グ
で
必
要
な
情
報
を
分

か
り
や
す
く
届
け
る
よ
う
、
区
と

し
て
も
都
と
西
武
鉄
道
と
と
も
に

丁
寧
な
対
応
を
行
う
。
⑤
西
武
新

宿
線
に
跨
線
橋
を
設
置
す
る
可
能

性
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
話
し
合
い
を
始
め
た
。
将
来

の
踏
切
除
却
と
の
関
係
を
整
理
し

て
話
し
合
い
を
進
め
る
。

北
中
野
中
学
校
校
舎
改
築
の 

仮
校
舎
の
位
置
を
再
検
討
せ
よ

　

仮
校
舎
の
位
置
を
再
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

教
育
長　

通
学
時
に
課
題
が
あ

る
と
認
識
し
て
お
り
、
現
地
建
て

替
え
、
通
学
路
の
変
更
、
跨
線
橋

設
置
の
可
能
性
な
ど
、
他
区
の
事

例
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
。

　

①
約
３
千
万
円
を
一
般
会
計
か

ら
繰
り
入
れ
る
こ
と
で
、
全
世
帯

の
国
民
健
康
保
険
料
を
平
成　

年
３０

度
の
額
よ
り
下
げ
る
こ
と
が
可
能

と
考
え
る
が
区
の
見
解
は
。
②
約

５
千
万
円
の
財
源
が
あ
れ
ば
、
第

２
子
以
降
に
加
算
さ
れ
る
国
民
健

康
保
険
料
均
等
割
額
の　

％
減
額

５０

が
可
能
だ
が
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

③
経
済
的
な
理
由
で
、
医
療
費
の

支
払
い
が
困
難
な
方
で
も
医
療
を

受
け
ら
れ
る
無
料
低
額
診
療
制
度

に
つ
い
て
、
広
く
周
知
す
べ
き
と

考
え
る
が
区
の
見
解
は
。

　

区　

長　

①
被
保
険
者
に
応
じ

た
負
担
を
求
め
つ
つ
、
健
康
増
進

や
医
療
費
の
適
正
化
、
収
納
率
の

向
上
に
よ
り
、
保
険
料
の
上
昇
を

抑
制
し
て
い
く
。
②
被
用
者
保
険

加
入
者
と
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
、

一
般
会
計
繰
入
金
に
よ
る
多
子
世

帯
へ
の
支
援
は
考
え
ら
れ
な
い
。

支
援
に
つ
い
て
は
特
別
区
長
会
か

ら
国
に
対
し
要
望
し
て
い
る
。
③

無
料
低
額
診
療
事
業
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
国
民
健
康
保
険
の
一

部
負
担
金
の
減
免
制
度
の
活
用
も

考
え
ら
れ
る
た
め
、
周
知
方
法
の

工
夫
に
努
め
て
い
く
。

社
会
的
障
壁
に
対
す
る 

施
策
展
開
を
問
う

　

①
多
様
な
生
き
方
、
個
性
や
価

値
観
を
受
け
入
れ
る
区
と
し
て
、

国
に
対
し
同
性
婚
に
必
要
な
法
整

備
の
議
論
を
進
め
る
こ
と
を
求
め

る
べ
き
で
は
。
②
が
ん
治
療
に
取

り
組
む
区
民
の
社
会
生
活
を
支
援

す
る
た
め
、
ウ
ィ
ッ
グ
や
補
整
下

着
、
補
整
シ
リ
コ
ン
パ
ッ
ド
等
の

購
入
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
制

度
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

区　

長　

①
中
野
区
パ
ー
ト
ナ

ー
シ
ッ
プ
宣
誓
の
取
り
組
み
の
検

証
を
行
い
、
区
民
の
間
で
の
議
論

を
注
視
し
た
い
。
②
が
ん
治
療
中

の
療
養
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

ウ
ィ
ッ
グ
等
の
購
入
費
用
助
成
に

つ
い
て
は
、
他
自
治
体
の
制
度
を

参
考
に
今
後
研
究
し
て
い
き
た
い
。

教
職
員
の
過
重
労
働
を
問
う

　

①
教
職
員
の
授
業
持
ち
時
間
数

の
上
限
を
明
確
に
設
定
し
、
こ
れ

を
可
能
と
す
る
教
職
員
定
数
に
向

け
、
抜
本
的
改
善
を
図
っ
て
い
く

べ
き
で
は
な
い
か
。
②
教
職
員
の

負
担
を
軽
減
す
る
こ
と
に
も
つ
な

が
る
、
少
人
数
学
級
を
実
施
す
る

考
え
は
あ
る
か
。

　

教
育
長　

①
区
費
で
教
員
を
配

置
し
て
も
、
都
費
の
教
員
の
持
ち

時
間
の
上
限
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、

教
員
定
数
の
抜
本
的
な
制
度
改
正

が
必
要
で
あ
り
、
国
や
都
に
対
し

【問合せ】区議会事務局（電話０３−３２２８−５５８５）

　区議会だよりは、各戸配布により区民のみな

さまのお手元にお届けしています。

　また、区施設や駅の広報スタンドなどでも手

に入れることができます。ご利用ください。

「区議会だより」は
各戸配布しています

改
善
を
働
き
か
け
て
い
く
。
②
学

級
編
制
は
東
京
都
の
学
級
編
制
基

準
に 
則 
り
行
っ
て
い
る
が
、
少
人

の
っ
と

数
学
級
の
効
果
や
課
題
等
に
つ
い

て
、
十
分
検
討
す
べ
き
と
考
え
る
。

都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
・
無
所
属
の
会　

渡
辺　

た
け
し

魅
力
的
な
学
校
づ
く
り
の
た
め
の

予
算
を
工
夫
せ
よ

自
由
民
主
党
議
員
団　

大
内　

し
ん
ご

西
武
新
宿
線
連
続
立
体
交
差
事
業

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

公
明
党
議
員
団　

久
保　

り
か

西
武
新
宿
線
沿
線
ま
ち
づ
く
り
の

地
域
へ
の
影
響
を
問
う

日
本
共
産
党
議
員
団　

広
川　

ま
さ
の
り

区
民
の
く
ら
し
に
寄
り
添
う

施
策
を
進
め
よ

自 由 民 主 党 議 員 団 jimintou.nakanokugikai@mbn.nifty.com
公 明 党 議 員 団 kugidan@nakano-komei.net
日 本 共 産 党 議 員 団 jcp.nakanokugidan@mbn.nifty.com
立 憲 民 主 議 員 団 info@nakanoku-minshin.tv
都民ファースト・無所属の会 tomin1st.nakano@mbr.nifty.com
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